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1 o J l 1 11、 1• i,l軋谷j叫（1・, J1し地（横浜）のゲート Iiりで I·湘谷．J，\•地はしヽらなし＼ r`9ドの会がl)A・
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相の歌、ガンジーの最後の言築。そして、フェンスの脇に撒いた矢車草の種。

PACEX各地レポート
一基地の動きと抗議行動一

PACEXに関する米国防総省公式見解

アメリカ西海岸訪問記

非核自治体キャラバンとアンケート（神奈川）

トマホークの配fJiiiを謹すな！全国渾勁

●維持会員（月1tl会ff)
団体 1日 2000円
個人 ］日 1000円

●参加会員（月1tl会ff)
団体 1日 100()円
個人 1日 500円

●通信会員

年はl1日
2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購試料を含みます）
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十
月
四
日
苫
小
牧
地
区
労

[

北

海

道

]

と

社

会

党

稔

支

部

が

海

兵

隊
揚
陸
艦
サ
ン
バ
ー
ナ
デ
ィ
ノ
入
港
抗
議
集
会
。
約

三
百
人
が
参
加
。
原
水
協
な
ど
も
港
近
く
で
約
七
〇

人
で
抗
議
行
動
。
十
月
五
日
に
は
札
幌
地
区
労
が
演

習
で
使
用
さ
れ
る
丘
珠
飛
行
場
で
千
人
規
模
の
抗
議

集
会
。
十
五
日
に
は
全
道
労
協
、
社
会
党
道
本
部
な

ど
が
千
歳
で
、
共
産
党
系
八
団
体
も
八
日
大
演
習
場

の
あ
る
恵
庭
で
反
対
集
会
を
開
い
た
。

］ヽ
各地で
9→ ー0月

「
七
十
一
年
五
月
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
は
核
を

搭
載
し
て
横
須
賀
に
入
港
し
た
」
と
元
艦
長
ユ
ー
ジ

ン
・
キ
ャ
ロ
ル
氏
は
証
言
（
十
月
八
日
広
島
）
し
た
。

政
府
の
ウ
ソ
に
目
隠
し
さ
れ
た
ま
ま
、
私
た
ち
は
ど

こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
、＞
 

今
ど
こ
に
い
る
の
か
。

太
平
洋
演
習
．

P
A
C
E
X
の
最
大
の
眼
目
で
あ

る
、
日
米
―
二
軍
統
合
演
習
は
、
対
ソ
戦
争
の
最
前
線

・
日
本
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
き
ち
ん
と
し
た

整
理
と
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
各
地
の
動
き
を

駆
け
足
で
追
っ
た
。
＊
関
連
記
事
十
三
ペ
ー
ジ

北
詞
道

今
回
も
ま
た
「
主
戦
場
」
と
な
っ
た
。
北
海
道
大

演
習
場
で
は
米
海
兵
隊
と
陸
上
自
衛
隊
、
計
三
二
0

0
人
を
動
員
し
た
実
動
演
習
、
苫
小
牧
沖
で
は
海
上

演
習
、
千
歳
基
地
を
拠
点
に
し
た
空
の
共
同
演
習
が

厚
太
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
艦
載
機
の
す
が
た
は
見
ら
れ
な
い

が
、
十
月
七
日
ご
ろ
か
ら
F
1
4
、

A
7
な
ど
艦
載
機

以
外
の
多
種
多
数
が
集
結
し
、
発
着
を
繰
り
返
し
た
。

海
上
自
衛
隊
の

P
3
c
対
潜
哨
戒
機
の
動
き
が
九
月

末
か
ら
活
発
化
、
硫
黄
島
方
面
に
向
か
っ
た
。

拓
相
虚
楳
胤
（
相
模
補
給
厭
）

九
月
四
日
に
は
今
年
四
回
目
の
通
信
訓
練
が
陸
軍

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
(
+
月
中
旬
ま
で
）
。
有
剌
鉄

連
動
し
て
展
開
さ
れ
た
。
演
習
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
ク

ラ
ー
ク
基
地
の

F
4
戦
闘
機
や
沖
縄
海
兵
隊
所
属
の

垂
直
離
着
陸
機
ハ
リ
ア
ー
も
参
加
。
大
砲
の
夜
間
実

射
も
行
わ
れ
た
◇
ま
た
千
歳
基
地
周
辺
に
は
、
早
朝

五
時
か
ら
夜
八
時
半
す
ぎ
ま
で
‘
1
0
0
ホ
ン
を
越

え
る
騒
音
を
連
日
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
離
発
着
が
繰

り
返
さ
れ
た
。
一
方
、
海
兵
隊
が
上
陸
し
た
苫
小
牧

を
な
ど
道
内
の
港
へ
の
軍
用
艦
の
入
港
数
は
八
月
末

で
一
五
九
回
。
軍
港
化
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

―
二
汎
九
月
二
十
九
日
以
降
離
発
着
し
た
軍
用
機
の
種
頷
、

数
は
い
ず
れ
も
国
内
の
基
地
で
は
過
去
最
高
を
記
録

し
た
。
十
月
二
日
に
は
離
発
着
回
数
は
確
認
さ
れ
た

だ
け
で
も
五
八
七
回
に
お
よ
ん
だ
（
過
去
の
穀
高
は

三
五
0
回
）
。
基
地
周
辺
は
終
日
騒
音
に
さ
ら
さ
れ

た
。
十
月
四
日
、
十
二
日
に
は
航
空
自
衛
隊
八
戸
基

線
を
は
り
め
ぐ
ら
し
た
中
に
可
般
式
の
通
信
機
器
。

十
月
に
入
る
と
二
、
三
、
四
日
と
た
て
つ
づ
け
に
ト

レ
ー
ラ
ー
で
物
資
の
搬
出
。
行
き
先
は
不
明
だ
が
P

A
C
E
X
向
け
と
の
見
方
が
有
力
で
あ
る

上
備
ハ
八
日

外
見
上
の
変
化
は
な
く
、
い
つ
も
の
よ
う
に
静
か

な
通
信
基
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
月
一
日
、
抗
議

の
た
め
訪
れ
た
上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の
会

の
メ
ン
バ
ー
に
当
直
下
士
官
は
、
「

P
A
C
E
X
の

大
衆
的
な
抗
議
行
動
は
行
な
わ

ロ
ニ
沢
]
れ
て
い
な
い
か
、
平
和
委
員
会

が
連
日
基
地
を
監
視
。
平
和
委
員
会
、
社
会
党
は
そ

れ
ぞ
れ
抗
議
文
を
米
軍
、
政
府
、
自
治
体
に
提
出
。

十
月
二
十
一
日
「

89
反
戦
反
核

[
東
京
]
東
京
集
会
」
（
主
催
同
実
行
委

・
代
表
市
川
誠
）
が
軍
拡
阻
止
、

P
A
C
E
X
反
対

を
訴
え
て
開
か
れ
る
。

福
生
市
民
連
合
は
九
月
十
七
日

[
横
田
]
演
習
中
止
の
要
請
文
を
基
地
に

提
出
し
た
。
十
月
二
十
一
日
に
は
三
多
摩
労
協
、
反

核
千
人
委
員
会
、
護
悪
反
安
保
、
社
会
党
、
原
水
禁

が
共
催
で
現
地
集
会
が
持
ち
、

P
A
C
E
X
反
対
と

基
地
撤
去
を
訴
え
る
。

地
に
、
五
日
に
は
純
民
間
空
港
で
あ
る
青
森
空
港
に

F
1
5
、
F
1
6
な
ど
が
緊
急
着
陸
。
故
障
、
滑
走
路
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
と
当
局
は
説
明
し
た
。
し
か
し
十
月

二
日
付
「
朝
雲
」
は
三
沢
基
地
へ
の
空
襲
や
「
ゲ
リ

ラ
の
侵
入
」
に
対
処
す
る
訓
練
の
模
様
を
伝
え
て
い

る
。
緊
急
着
陸
も
三
沢
を
使
え
な
く
な
っ
た
時
を
想

定
し
て
の
訓
練
の
一
環
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
日
本
平
和
委
員
会
」
は
、
原
子
力
空
母

カ
ー
ル
ピ
ン
ソ
ン
の
艦
載
機
の
飛
来
を
基
地
監
視
に

よ
り
確
認
し
た
（
十
月
十
一
日
「
赤
旗
」
）
。

庸

田

山

九
月
中
旬
か
ら
動
き
が
活
発
化
し
た
。

E
3
A
ti

A
W
A
C
S
、
K
N
C
1
3
5
な
ど
電
子
戦
用
の
航

空
機
が
定
期
的
に
発
着
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
艦
載
機

や
岩
国
の
ハ
リ
ア
ー
、
沖
縄
の
F
1
5
な
ど
が
三
沢
へ

の
途
中
飛
来
し
た
。

椙
眉
い
加
目
ハ

九
月
二
十
九
日
、
第
七
艦
隊
旗
艦
プ
ル
ー
リ
ッ
ジ

が
出
港
。
九
月
三
0
日
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
の
原
子

力
巡
洋
艦
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
が
抜
き
打
ち
的
に
入
港
し

た
。
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
原
子
力
潜
水
艦
が
あ

わ
た
だ
し
く
出
入
港
。
一
月
に
八
隻
の
原
子
力
艦
は

設
高
記
録
で
あ
る
。
原
潜
の
無
通
告
出
港
、
停
泊
地

（
七
ペ
ー
ジ
ヘ
）

上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い

〔

上

瀬

谷

]

ウ

ド

の

会

は

十

月

一

日

通

信
基
地
ゲ
ー
ト
前
で
抗
議
行
動
（
表
紙
）
。
十
五
日

に
は
基
地
を
横
切
る
ピ
ー
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ
。
（
十
六
ペ
ー
ジ
ヘ
）

十
月
二
十
日
現
在
編
集
部
が
把
握
し
た
情
報
で
す
。

輯 tPAtEXIこ！
0月20日「朝日」
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た
め
に
い
つ
も
に
比
へ
て
大
変
忙
し
い
」
と
答
え
た
。

p
 
本
列A
C

 E

X
が
走
る

日
核
疑
惑
深
ま
る
秋

島
を

ヘ

｀

]
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九
月
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
約
竺
週
間
、
ア

メ
リ
カ
西
海
岸
を
訪
問
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
シ
ア

ト
ル
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
安
全
保
障
研
究
所

主
催
の
「
太
平
洋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
9
0
年
代
に
お
け

る
共
通
の
安
全
保
障
」
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
機
会
を
生
か
し
て
、
か
ね
て
か
ら
念
願

の
こ
と
が
ら
を
果
た
す
た
め
に
、
そ
の
滞
在
期
間
を

長
く
と
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
，
一
『
週
間
の
滞

在
期
間
は
決
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
、
大
へ
ん
充
実
感
を
昧
わ
い
な
が
ら
帰
国
す
る
こ

と
が
で
き
た
C

シ
ア
ト
ル
を
拠
点
に
九
日
間
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
を
拠
点
に
八
日
間
、
サ
ン
ジ
エ
ゴ
を
拠
点
に
四
日

間
、
そ
れ
ぞ
れ
友
人
宅
や
大
学
の
寮
に
滞
在
し
な
が

ら
‘
会
話
へ
の
参
加
、
運
動
家
や
研
究
者
と
の
突
っ

込
ん
だ
話
し
合
い
、
基
地
の
見
学
、
調
査
な
ど
、
多

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
事
件
の

国
際
性

忙
な
毎
日
で
あ
っ
た
。

報
告
し
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず

竺
回
に
分
け
て
、
次
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
報

告
し
た
い
と
思
う
。

I

北
太
平
洋
の
車
縮

11
．
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
碁
地
群

I
l
l
．
基
地
と
環
境
、
情
報
公
開
法

シ
ア
ト
ル
か
ら
の
招
待
文
に
は
「
傘
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
」
と
あ
っ
た
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
水
面
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
風
光
明
媚
な
‘
ン
ア
ト
ル
を
け
な
す

唯
．
つ
の
言
葉
は
、
晴
れ
間
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

だ
そ
う
で
あ
る
し
と
こ
ろ
が
私
の
滞
在
し
て
い
る
間
、

美
し
い
睛
れ
た
日
が
続
い
た
り
口
巽
常
な
こ
と
だ
。

こ
れ
が
シ
ア
ト
ル
だ
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
だ
」
、

と
C
・
メ
コ
ニ
ス
（
後
述
）
に
言
わ
れ
た
c

い

と
こ
ろ
が
、
あ
い
に
く
？
、
こ
の
美
し
い
日
々
の

最
初
の
一
週
間
は
、
会
議
づ
く
め
で
あ
っ
た
。
最
初

の
三
日
間
、
私
が
議
長
を
し
て
い
る
「
海
の
軍
備
撤

廃
を
！
太
平
洋
運
動
」

(
P
C
D
S
)
の
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
会
議
が
あ
っ
て
、
日
本
と
韓
国
と
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
山
海
岸
の
六
名
の
メ
ン
バ
ー
が
シ
ア
ト
ル
大

学
に
集
ま
っ
た
。
続
い
て
、
四
日
間
、
前
述
し
た

「
太
平
洋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
テ
ィ
」
困
際
会
議
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
二
日
間
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
「
海
の
非
核
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
会
話
に
参
加
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
の
会
話
に
、
私
は
日
本
の
運
動
家
と
し
て

力
説
し
た
い
具
体
的
な
問
題
提
起
を
も
っ
て
の
ぞ
ん

の
軍
縮

テ
ー
マ
と
し
て
定
着
し
た
北
太
平
洋

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
旅
(

I

)

 

梅林宏道

トマホークの樹備を許すな！
全国運動運営コーディネーター

一
と
＿

9
1
]
 

9
T
 ，
 

叩鯰
「
非
核
独
立
太
平
洋
運
動

(
N
F
I
P
)

、
J

,
J
1
,
 

"el

海
の
軍
備
撤
廃
を
！
太
平
洋
運
動

(
P
C
D
S
)
-

8
 
叩
は
、
緊
急
行
動
を
呼
び
掛
け
る
手
紙
を
発
し
(

8

月

発

1
日
）
、
関
係
国
の
責
任
者
に

P
A
□E
X
の
中
止

行日2
0
を
要
請
す
る
手
紙
を
書
く
よ
う
に
訴
え
た
そ
の
訴

月1
0
え
文
に
は
、
日
本
に
お
け
る
政
府
へ
の
慟
き
か
け
に

年

，
 

9
8
役
立
つ
よ
う
に
、
手
紙
の
コ
ピ
ー
を
ト
マ
喰
い
虫
社

ー行発
に
送
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
た
。

2
0
こ
れ
を
受
け
て
、
私
達
の
も
と
に
多
く
の
手
紙
が

日阿1

届
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
反
ト
マ
通
信
に
、
ニ
ュ
ー
＇
＇
ジ

毎
：
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
オ
、
＇
ク
一
一
，
‘
牧
区
一

1988年6月18f]第三種郵便物認nr

一

月刊反トマホーク通1古

いUもl:

mcEXi 
乞l目した

(4) 

`

2

-

福
音
と
正
義
と
発
展
の
た
め
の
委
員
会
―
り
手
紙
（

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
、
山
埼
拓
防
衛
庁
長
官
、
ア
キ
）

大
統
領
、
お
よ
び
慮
泰
愚
大
統
領
あ
て
）
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な

手
紙
が
届
い
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
レ
ン
ド
・
サ
i
ー
ビ
ス
・
コ
ミ
ッ

テ
ィ
ー

(
A
F
S
C
)
の
米
西
南
地
域
事
務
所
は
、

日
本
と
韓
国
の
関
与
に
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ユ
ナ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
；
チ
は
、

米
ソ
間
の
関
係
悪
化
を
招
く
怖
れ
を
指
摘
し
、
抗
議

す
る
と
と
も
に
抗
議
文
へ
の
回
答
を
要
求
し
た
。
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ
リ
女
性
セ
ン
タ
ー
も
、
こ

れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
演
習
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

太
平
洋
の
諸
国
の
参
加
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

懸
念
を
表
明
し
た
。

シ
ア
ト
ル
の
ー
世
界
安
全
保
障
研
究
所
」
の
、
チ

ャ
ー
よ
リ
ー
・
メ
コ
ニ
ス
所
長
は
、
次
の
よ
う
な
手
紙

を
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
書
い
た
。

＿
世
界
安
全
保
障
研
究
所
の
所
長
と
し
て
、
私
は
、

あ
な
た
が
今
現
在
、
軍
館
交
渉
に
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
軍
が
同

じ
時
刻
に
、
北
太
平
洋
で
過
去
最
大
の
軍
事
演
習
p

A
C
E
X
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
努

-
J
J
を
台
無
し
に
し
て
い
ま
す
。

戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
ミ
ズ
ー
リ
、

4
隻
の

玉
母
、
そ
の
他
の
3
0
隻
の
米
軍
笹
、

1
2
0
隻
の

日
本
軍
艦
、
少
な
く
も
3
0
0
機
の
航
空
磯
、
そ
し

て
も
ち
ろ
ん
、
日
本
や
カ
ナ
ダ
か
ら
の
そ
の
他
の
兵

力
な
ど
、
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
達
は
ソ
連

に
対
し
て
正
反
対
の
信
号
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
。

『
さ
ん
け
い
新
聞
』
や

9
月
1
3
日
付
『
シ
ア
ト
ル

・
タ
イ
ム
ズ
』
に
よ
れ
ば
、
私
達
は
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
ソ
遮
の
沿
岸
を
模
擬
攻
撃
し
て
い
る
の
で
す
。
も

し
立
場
を
変
え
て
、
ソ
連
が
同
じ
よ
う
な
演
習
を
フ

ァ
ン
デ
フ
カ
海
峡
（
太
平
洋
側
の
米
・
加
国
境
に
あ

る
）
で
行
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
私
達
は
、
も
は

や
交
渉
を
続
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。さ
ら
に
私
は
、
日
本
の
参
加
の
在
リ
方
が
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
専
守
防
衛
の
立
場
を
取
リ
続
け
る
と
い

う
同
国
の
伝
統
的
な
役
割
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
変
化
は
、
軍
備
競
争
を
激
化
さ
せ
る
だ
け
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
大
西
洋

で
は
、
軍
縮
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
が
、
太
平
洋
で
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
太
平

洋
が
ま
す
ま
す
貿
易
の
焦
点
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

な
か
で
、
こ
れ
は
不
幸
な
こ
と
で
す
。
貿
易
が
栄
え

る
た
め
に
は
、
戦
争
で
は
な
く
て
平
和
が
必
要
な
の

で
す
。

P
A
C
E
X
は
、
そ
の
よ
う
な
環
境
を
生
み

出
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
演
習
は
中
止
す
べ
き

で
あ
り
、
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」

(
+
J
i
ペ
ー
ジ
へ
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シ
ア
ト
ル
の
会
議
の
主
催
者
は
、

P
A
C
E
X
に

対
し
て
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
写
真
に
あ
る
よ

う
に
、
会
場
の
正
面
に
は
、

P
A
C
E
X
開
始
と
丁

度
時
を
同
じ
く
し
て
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け

る
米
ソ
軍
縮
交
渉
を
対
比
し
な
が
ら
示
し
た
世
界
地

図
が
ず
っ
と
飾
ら
れ
て
い
た
C

会
議
の
中
で
も
、
現

在
の
太
平
洋
地
域
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
ハ
に
お
け
る
軍
縮
交
渉
と
太
平
洋
に
お
け
る

史
上
骰
大
の
軍
事
演
習
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
。

P
A
C
E
X
は
、
そ
の
後
訪
問
し
た
各
地
の
活
動

家
の
中
で
も
そ
れ
な
り
に
共
通
の
関
心
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

ま
だ
ま
だ
狭
い
平
和
運
動
の
サ
ー
ク
ル
の
中
に
留
ま

っ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
の

状
況
を
打
ち
破
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
北
太
平
洋
の

軍
縮
の
う
ね
り
を
創
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

P
C
D
S
の
会
合
で
は
、
こ
の
限
界
を
越
え
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ

ー
ス
は
、
彼
ら
の
行
動
力
を
基
礎
に
し
て
、
同
じ
問

題
意
識
で
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
議
論
し
て
い
た
。

し
か
し
、

P
A
C
E
X
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
太
平

洋
規
模
の
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
た
の
に
は
、

反
ト
マ
運
動
と

P
C
D
S
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
果
た

P
A
C
E
X
へ
の
共
通
の
関
心

だ
＾
．
要
約
す
れ
ば
、

一、

11本
の
軍
拡
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
と
一
体
化

し
た

11本
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
全
体
へ
の
軍
事
的

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
止
め
さ
せ
る
と
い
う
テ
ー
マ

か
、
北
太
平
洋
全
体
の
軍
縮
の
中
心
的
課
題
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
，

一
、
そ
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
非
核
化
運
動
の
現

状
に
対
す
る
正
確
な
認
識
を
深
め
、
国
際
的
な
共

同
作
哭
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
。

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
事
件
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で

は
単
に
日
本
の
事
件
で
は
な
く
、
北
太
平
洋
の
非
核

・
非
軍
市
化
運
動
の
鍵
と
な
る
国
際
的
な
事
件
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
私
は
、
事
実
を
暴
い
た
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
の
調
査
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
の
事
件
に
対

す
る
日
本
政
府
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
、
平
和
運
動

の
反
応
を
紹
介
し
、
日
本
政
治
に
お
け
る
問
題
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
説
明
し
た
。

国
際
会
議
を
主
催
し
た
「
世
界
安
全
保
障
研
究
所
」

は
、
安
令
保
障
と
い
う
問
題
に
対
し
て
明
確
な
問
題

忍
識
を
持
っ
て
国
際
会
議
を
組
織
し
て
い
た
。
彼
ら

に
よ
れ
は
、
安
全
保
障
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
次
の
三

つ
の
テ
ー
マ
と
重
な
り
合
う
領
域
に
あ
る
。

一
、
人
権
の
確
立

二
、
非
“
事
化

三
、
持
続
可
能
な
発
展
（
サ
ス
テ
イ
ナ
プ
ル
・
デ

ヘ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

―
―
う
日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
一
言
説
明
し
て
お
く

（
三
ペ
ー
ジ
か
ら
）

の
無
断
変
更
な
ど
二
十
囲
時
間
前
に
義
務
付
け
ら
れ

た
通
告
の
不
備
が
目
立
つ
。
こ
の
あ
わ
た
だ
し
さ
も

P
A
C
E
X
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
十
月
十
一

日
に
は
、
戦
闘
補
給
艦
マ
ー
ズ
を
初
め
と
す
る
六
隻

が
入
港
、
十
四
日
に
は
出
港
し
た
。
自
衛
隊
で
は
九

月
末
に
は
、
潜
水
艦
は
す
べ
て
出
払
い
、
ロ
ン
グ
ピ

ー
チ
入
港
と
い
れ
か
わ
り
に
護
衛
艦
も
す
べ
て
出
港

し
た
C

こ
れ
ら
は
十
月
十
六
日
に
は
ほ
ぼ
全
て
帰
っ

て
き
た
。
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
、
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
フ

ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
は
八
月
に
出
港
し
た
き
り

ま
だ
帰
っ
て
い
な
い
（
十
月
二
十
日
現
在
）

且ハ十
月
一
日
か
ら
五
日
の
間
に
呉
を
母
港
と
す
る
自

衛
艦
三
九
隻
は
す
べ
て
出
港
し
て
い
っ
た
。
四
日
か

ら
五
日
に
か
け
て
横
須
賀
、
佐
世
保
を
母
港
と
す
る

輸
送
艦
四
隻
が
入
港
。
自
衛
艦
は
七
日
ご
ろ
か
ら
戻

ー

り
始
め
た
。

．
 

性
世
保

十
月
十
三
日
、
米
ミ
サ
イ
ル
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
な
ど

五
隻
が
演
習
を
終
え
て
入
港
。
十
五
日
に
は
、
駆
逐

母
艦
ケ
ー
プ
ゴ
ッ
ト
が
、
海
上
自
衛
隊
第
二
護
衛
艦

群
の
三
隻
を
伴
っ
て
入
港
し
た
。
下
旬
に
は
イ
ー
ジ

ス
艦
ピ
ン
セ
ン
ス
な
ど
十
隻
が
入
港
の
予
定
と
さ
れ

て
い
る
。

．． 

北
海
道
を
中
心
と
し
た
戦
闘
訓
練
と
、
そ
れ
を
支

援
す
る
南
か
ら
の
艦
隊
輸
送
、
艦
隊
護
衛
訓
練
と
い

う
有
事
さ
な
が
ら
の
実
戦
的
な
P
A
C
E
X
の
組
み

立
て
が
よ
く
見
え
る
。
日
米
共
同
作
戦
体
制
と
そ
の

中
に
あ
る
日
本
の
軍
備
拡
張
は
も
う
こ
こ
ま
で
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

（
各
地
の
運
動
体
や
個
人
か
ら
の
監
視
情
報
や
切
抜

き
な
ど
を
も
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。
文
責
る
出
巻
）

ー

ー

'
,
1

ー

と
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
観
点
、
南
北
問
題
の
解
決
な

ど
を
視
野
に
い
れ
た
意
味
あ
い
に
お
け
る
八
発
展
＞

を
指
し
て
い
る
ぐ

現
所
長
の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
メ
コ
ニ
ス
氏
は
、
ト
ラ

イ
デ
ン
ト
（
戦
略
原
潜
）
反
対
の
非
暴
力
直
接
行
動

で
何
度
か
投
獄
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
る
C

会
議
の
構
成
に
は
、
国
際
会
議
を
単
な
る
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
の
会
合
に
し
た
く
な
い
と
い
う
彼
の
問
題
意
識

が
よ
く
ヽ
反
映
さ
れ
て
い
た
っ

ー
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
イ
ク
」
（
日
本
語
版
「
核
戦

争
の
設
前
線
・
日
本
」
朝
日
新
聞
社
）
の
著
者
の
一

人
ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
イ
ズ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
は
、

彼
の
一
員
し
た
問
題
息
識
で
あ
る
朝
鮮
半
島
の
非
軍

事
化
を
テ
ー
マ
に
論
じ
、
そ
の
中
で
韓
国
の
反
核
運

ィ
ン
ミ
ョ
と
ン
ン

勅
の
怠
味
を
語
っ
た
く
そ
れ
を
受
け
て
印
明
鎮
（
韓

国
）
は
、
韓
国
の
人
権
状
況
と
統
一
を
め
ぐ
る
政
治

状
況
の
つ
な
が
り
を
語
り
、
在
韓
米
軍
撤
退
問
題
と

核
兵
器
問
傾
の
実
践
的
な
意
味
に
お
け
る
位
相
の
違

い
を
説
明
し
た
C

同
じ
く
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
イ
ク
」
の
も
う
一
人

の
著
者
ウ
ォ
ル
デ
ン
・
ベ
ロ
ー
（
比
・
在
米
）
は
、

フ
ィ
リ
ヒ
ン
の
ア
キ
ノ
政
権
の
詳
細
な
分
析
を
通
し

て
、
今
日
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
反
乱
・
反
乱
鎮
圧
の
応

酬
を
ベ
ト
ナ
ム
や
エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
と
同
様
に
見

る
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
、
左
翼
の
役
割
を
強
調
し
た
c

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
は
ガ
プ
リ
エ
ラ
（
女
性
連

合
組
紐
）
の
事
務
局
長
ペ
テ
ィ
ト
・
ペ
レ
ド
が
フ
ィ

す
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
私
た
ち
の

努
力
目
標
の
一
っ
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
確
認

し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

昨
年
の
十
月
、
廂
経
新
間
に

P
A
C
E
X
に
関
す

る
報
道
が
出
さ
れ
て
以
来
、
私
た
ち
は
日
本
に
現
れ

た
こ
れ
に
関
す
る
情
報
を
た
ん
ね
ん
に
英
訳
し
て

P

C
D
S
を
通
し
て
各
地
に
流
し
続
け
た
e

そ
れ
に
よ

っ
て
、
各
国
の
運
動
家
や
研
究
者
た
ち
の
精
力
的
な

＇ 
ー

．
 
＇ 
＇ 

ヤ
心
一

，
 

リ
ピ
ン
の
女
性
の
人
権
状
況
と
民
衆
の
自
己
覚
醒
運

動
の
方
法
論
を
具
体
例
を
揚
げ
な
か
ら
熱
を
こ
め
て

語
っ
た
ぐ

パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
国
連
大
使
レ
ナ
ギ
・

ロ
ヒ
ア
は
、
白
人
支
配
に
抵
抗
す
る
原
理
と
し
て
の

メ
ラ
ネ
シ
ア
共
同
体
社
会
の
価
値
観
の
維
持
を
強
訓

し
な
、「
地
球
の
友
」
か
ら
の
環
境
問
題
の
提
起
が
、
軍

事
、
第
三
世
界
の
人
権
、
と
同
じ
聴
衆
の
中
で
語
ら

れ
、
ま
だ
未
成
熟
な
か
ら
も
、
共
通
の
問
題
と
し
て

語
ら
れ
る
と
い
、
1

試
み
は
、
日
本
で
の
p
p
21
な
ど

と
も
共
通
し
た
も
の
だ
と
思
っ
た
。

訓
査
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
c

シ
ア
ト
ル
で
の

P
A
C
E
入
に
つ
い
て
の
記
者
会

見
の
席
上
、
な
ぜ
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
P
A
C
E
X

に
関
心
を
持
っ
た
の
か
、
と
問
わ
れ
た
。
私
は
、
自

衛
隊
の
参
加
が
日
本
国
悪
法
と
矛
盾
す
る
こ
と
、
日

本
の
軍
拡
へ
の
批
判
的
世
論
が
あ
る
こ
と
、
を
答
え

た
C

●
◆
つ
づ
く

屯
｀ご

フィリピンを至るウォルデン・ペ0ー（右）とベティト・ベレド

・・・1989. 9. 6 シアJヽル大学
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o・ヘ
と釦認各吋虹忌か‘—嗅
払,.,1.-tl~ i;.~小らの人’‘

か＇もしるかった

な
ぜ
、
基
地
を
抱
え
た

自
治
体
だ
け
が
…

神
奈
川
県
が
，
非
核
兵
器
県
官
言
」
を
採
択
し
て

五
年
◇
宜
言
の
趣
旨
と
は
う
ら
は
ら
に
、
私
た
ち
を

め
ぐ
る
]
玖
つ
け
」
の
度
合
い
は
ま
す
ま
す
深
ま
る

ば
か
り
で
あ
る
く

1

年
前
に
は
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
フ
ァ

イ
フ
・
ハ
ン
カ
ー
ヒ
ル
の
横
須
加
n
仕
港
化
を
許
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
今
年
の

h
月
に
発
宜
し
た
タ
イ

コ
ン
デ
ロ
ガ
の
水
媒
括
載
機
水
没
巾
故
。
航
海
日
誌

に
記
さ
れ
た
「

-
H後
に
横
須
加
只
人
港
」
の
明
白
な

事
実
を
前
に
、
政
府
は
い
ま
だ
に
「
米
国
に
照
会
中
」

と
逃
げ
続
け
て
い
る
。
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
、
従

来
の
政
策
の
破
綻
を
認
め
る
こ
と
に
等
し
い
か
ら
だ
C

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
‘
認
め
さ
せ
な
け
れ
は
な
ら

な
い
の
だ
と
も
い
え
る
C

自
治
体
か
宜
言
し
た
「
非

的
な
予
想
は
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

は
、
も
っ
と
も
す
く
な
い
場
所
で
も
七
、
八
名
、
平

均
で
十
二
、
三
人
、
四
日
間
で
部
分
参
加
者
を
含
め

る
と
百
十
人
に
膨
ら
ん
だ
。
そ
の
中
に
は
、
横
須
賀

か
ら
全
コ
ー
ス
参
加
し
た
被
爆
者
の
会
の
根
本
さ
ん

や
、
京
都
か
ら
三
日
間
参
加
の
吉
田
さ
ん
の
姿
も
あ

っ
た
。
粒
沢
、
大
和
で
の
交
流
会
も
現
地
の
人
々
の

尽
力
で
盛
会
だ
っ
た
ぐ
そ
の
ほ
か
、
秦
野
、
南
足
柄

な
ど
初
め
て
訪
ね
た
町
で
、
短
時
間
で
別
れ
る
に
は

余
り
に
も
惜
し
い
人
々
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
出
会
い
は
、
従
来
の
枠
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
仏
か
り
へ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え

核
」
を
実
効
化
さ
せ
得
る
か
ど
う
か
が
、
今
あ
ら
た

め
て
間
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
＂

と
こ
ろ
で
、
神
奈
川
に
は
、
県
の
ほ
か
、
二
十
五

の
非
核
宣
言
自
治
体
か
あ
る
。
以
前
か
ら
思
い
つ
き

と
し
て
は
あ
っ
た
、
こ
れ
ら
の
巾
町
を
「
激
励
」
す

る
ツ
ア
ー
を
組
も
う
と
い
う
話
が
、
七
月
に
な
っ
て

が
ぜ
ん
現
実
味
を
閲
び
た
も
の
と
し
て
浮
上
し
て
き

た
c

こ
の
企
画
は
，
神
奈
川
を
非
核
に
す
る
県
民
運

動
」
の
会
話
に
提
案
さ
れ
、
フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
ー

ヒ
ル
月
港
化
｀
閏
年
の
八
月
一
ニ
ー
．
日
を
昴
終
日
と

す
る
凹
日
間
に
ー
か
ん
は
れ
自
治
体
・
つ
く
ヽ
ろ
う
非

核
1
・
ピ
ー
ス
キ
ャ
ラ
ハ
ン
神
奈
川
」
と
銘
打
っ
て
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
‘
こ
の
キ
ャ
ラ
ハ

る
だ
ろ
う
。

横
須
買
で
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
ぎ
み
に
、
ぎ
こ
ち
な

く
ス
タ
ー
ト
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
だ
っ
た
が
、
バ
ス
の

中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
市
役
所
や
町
役
場
で

合
流
す
る
人
が
い
る
と
そ
こ
で
ま
た
ワ
ッ
と
も
り
あ

が
る
と
い
う
独
特
の
気
分
が
し
だ
い
に
で
き
あ
が
っ

て
き
た
。
二
日
目
の
宿
泊
地
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
向
か

う
バ
ス
の
中
で
は
歌
も
飛
び
交
い
、
し
ま
い
に
は
自

治
体
と
の
会
見
の
「
し
め
」
に
歌
（
「
ト
マ
喰
い
ウ

ナ
ギ
」
）
ま
て
飛
び
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ヘ

ん
の
楽
し
い
こ
と
は
再
き
始
め
る
と
き
り
が
な
い
の

だ
か
‘
紙
面
の
都
合
で
省
略
。

自
治
体
と
の
会
見
に
は
次
の
よ
う
な
「
申
し
入
れ
」

を
も
と
に
の
ぞ
ん
だ
。

①
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
水
没
事
故
の
真
相
究
明
に
向

け
た
努
力
を
す
る
こ
と
c

②
（
核
疑
惑
に
関
し
て
）
政
府
の
説
明
で
は
住
民

の
不
安
は
解
消
さ
れ
な
い
と
表
明
す
る
こ
と
。

③
自
治
体
と
し
て
で
き
る
具
体
的
な
施
策
を
考
え

る
こ
と

自
治
体
の
回
答
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

①
非
核
宣
言
自
治
体
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
は
、
モ

ケ
ー
ト

自
治
体
「
激
励
」

キ

ャ

バ

ン

と

ァ
ン

金
箱
牧
夫

神
奈
川
を
非
核
に
す
る
県
民
連
動

ラ

手
応
え
あ
り
！

ン
で
は
、

各
自
治
体
へ
の
会
見
と
申
し
入
れ
と
並
行

し
て
申
し
入
れ
に
対
す
る
実
質
的
凹
答
と
な
る
よ
う

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
市
前
に
送
っ
て
お
き
、
会
見
時
に

回
答
を
受
け
取
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
¢
ま
た
、

問
題
の
航
海
日
誌
の
コ
ピ
ー
を
す
べ
て
の
自
治
体
に

手
渡
す
こ
と
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
I
R
要
な
仕
事
だ
っ
た
。

新
し
い
出
会
い
を
う
ん
だ

ご
ー
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
二
十
八
日
に
横
須
賀
を
出
発
し
、

神
奈
川
県
を
ほ
ほ
．
周
す
る
形
で
三
十
一
日
に
横
浜

に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
コ
ー
ス
ぐ
東
は
川
埼
か
ら
西

は
湯
河
原
ま
で
、

四
日
間
で
ま
わ
る
に
は
神
奈
川
県

も
広
い
。
さ
い
わ
い
逗
子
で
自
然
食
品
店
を
や
っ
て

い
る
U
さ
ん
が
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
貸
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
名
も
「
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
号
」
。

U
さ
ん
は
四
日
間
の
運
転
役
も
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

破
格
に
短
い
準
備
期
間
の
な
か
で
、
綱
渡
り
的
な

努
力
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
骨
格
は
な
ん
と
か
整
っ
た

も
の
の
、
最
大
の
ネ
ッ
ク
は
、
平
日
の
昼
間
の
行
動

に
一
体
何
人
が
参
加
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
直
前
に
な
っ
て
も
、

U
さ
ん
と
、
「
団
長
」
と

い
う
眉
古
き
を
も
ら
っ
た
僕
が
全
日
程
を
ま
わ
る
ほ

か
は
、
わ
ず
か
に
数
え
る
ほ
ど
の
部
分
参
加
者
が
確

認
で
き
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
◇

と
こ
ろ
が
ふ
た
を
あ
け
て
み
る
と
、
当
初
の
悲
観

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
な
ど
一
般
的
な
啓
蒙
や
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
関
連
の
催
し
が
中
心
で
あ
る
C

そ
れ
ら
が
無
意
味
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
今

日
の
神
奈
川
の
核
状
況
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い

う
も
っ
と
も
か
ん
じ
ん
な
認
識
が
欠
落
し
て
い
る

自
治
体
も
少
な
く
な
い
。
特
に
県
西
、
県
北
部
の

基
地
を
か
か
え
て
い
な
い
自
治
体
で
そ
う
い
う
傾

向
が
強
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
の
主
張

が
新
鮮
な
問
題
提
起
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
よ

う
だ
。

②
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
の
問
題
で
は
、
十
四
の
自
治

体
が
政
府
に
向
け
て
な
ん
ら
か
の
対
応
を
と
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
素
早
い
対
応
は
評
価
し
た
い
が
、

た
と
え
は
、
独
自
に
航
海
日
誌
を
手
に
入
れ
る
な

ど
の
究
明
努
力
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
C

、

そ
こ
で
最
終
日
の
県
と
の
会
見
の
中
で
こ
の
点
を

指
摘
し
、
私
た
ち
が
手
渡
し
た
航
海
日
誌
の
コ
ピ

ー
を
持
っ
て
外
務
省
に
再
度
要
請
を
行
う
こ
と
を

確
約
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
そ
の
後
、
県
が

提
出
し
た
航
海
日
誌
を
外
務
省
が
受
け
取
り
拒
否

し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
）
。

③
こ
う
し
た
問
題
を
基
地
を
か
か
え
た
自
治
体
に

だ
け
背
お
わ
さ
せ
ず
に
、
す
べ
て
の
非
核
宣
言
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
自
分
の
問
題
と
考
え
て
ほ

し
い
と
私
た
ち
は
求
め
た
。
神
奈
川
に
も
「
非
核

宜
言
自
治
体
連
絡
協
議
会
」
と
い
う
組
緻
が
あ
る

の
だ
が
、
ど
う
も
実
質
的
に
は
機
能
し
て
い
な
い



(11) 月刊反トマホーク通信 1988-年6月18日第□種郵便物認可 毎月 1阿20日発行1989年10月20日発行第48号（通巻第49号） 毎月 1回20日発行1989年10月20日発行第48号（通巻第49号） 198碑 6月18日第三種郵便物認可 月刊反トマホーク通信 (10) 

-
F
A
C
E
x
（
太
平
洋
浙
習
）
8
9
」
の
要

の
部
分
の
消
習
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
元
々
こ
の
消
習

は
海
洋
で
の
戦
い
を
想
定
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
肝

心
の
海
軍
の
動
き
は
い
ぜ
ん
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
米
・
日
の
海
軍
と
韓
国
の
海
軍
が

ど
の
よ
う
に
連
動
し
た
か
も
現
在
の
と
こ
ろ
情
報
が

な
い
。し
か
し
こ
れ
ら
の
「
報
道
管
制
」
は
も
っ
ば
ら
政

治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
で
、

P
A
C
E
X
の
実
施
に

よ
っ
て
日
米
韓
の
軍
事
同
盟
11
極
東
で
の
N
A
T
O

化
は
大
き
く
進
ん
だ
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
事
実
p

A
C
E
X
が
ク
ラ
イ
マ
ク
ス
に
差
し
か
か
る
直
前
の

去
る
9
月
1
9
日
、
韓
国
国
防
部
は
来
年
の
「

R
I
M

P
A
C
（
環
太
平
洋
合
同
溜
習
）
9
0
」
に
韓
国
海
重

が
初
参
加
す
る
と
発
表
し
た
。

リ
ム
パ
ッ
ク
は
ハ
ワ
イ
沖
で
2
年
に
一
度
行
わ

れ
る
海
軍
溜
習
で
、
米
（
第
三
艦
隊
が
主
催
）
、
日

の
ほ
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
環
太

平
洋
諸
国
も
加
わ
り
、
対
潜
戦
、
対
空
戦
、
水
上
打

にゅうす

切りっと
第九 回
韓
国
軍

撃
戦
、
な
ど
海
洋
で
の
あ
ら
ゆ
る
戦
闘
形
態
が
折
り

込
ま
れ
て
い
る
。
溜
習
期
間
は
前
回
の
「
リ
ム
パ
ッ

ク
8
8
」
で
は
1
ヶ
月
、
敵
味
方
に
わ
か
れ
て
の
実
戦

的
な
対
抗
戦
の
形
を
取
る
。
リ
ム
パ
ッ
ク
は
毎
回
規

模
を
拡
大
し
て
実
戦
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
つ
れ
て
そ
の
想
定
は
ま
す
ま
す
秘
密
に
さ
れ

て
き
て
い
る
。
た
だ
空
母
や
戦
艦
を
動
員
し
た
こ
の

大
部
隊
が
戦
う
べ
き
相
手
は
、
ソ
連
太
平
洋
艦
隊
で

あ
り
、
そ
の
舞
台
は
日
本
近
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で

あ
る
こ
と
は
秘
密
に
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
。

韓
国
が
リ
ム
パ
ッ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
敵
国
と
し
て

い
た
韓
国
軍
が
、
日
本
と
共
に
積
極
的
に
対
ソ
海
洋

戦
の
最
前
線
を
担
う
意
志
を
明
確
に
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
韓
国
政
府
は
「
米
日
韓
三
国
軍
事
同

盟
を
目
指
す
の
で
は
な
い
か
、
と
の
内
外
の
批
判
を

考
慮
し
て
リ
ム
パ
ッ
ク
参
加
を
見
送
っ
て
き
た
」

（
「
毎
日
」
（
夕
氾
•
2
0
)。
し
か
し
P
A
C
E
X

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
極
東
同
盟
国
を
巻
き
込
も
う

と
す
る
米
「
海
洋
戦
略
」
の
圧
力
と
、
こ
れ
ま
で
は

「
沿
岸
海
軍
」
と
見
ら
れ
て
い
た
韓
国
海
軍
の
プ
レ

全
国
謳
勘
恨
報
コ
ー
デ
ル
r
ネ
ー
タ
ー

詞
応
罪
・
話
ご
尽
郎
｝
m

]

）

「
リ
ム
パ
ッ
ク
90
」

参
加
ヘ

よ
う
で
あ
っ
た
。

④
「
住
民
の
不
安
」
が
「
解
消
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
団
答
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
逆
に
「
解
消
さ
れ

て
い
な
い
」
と
の
立
場
を
明
確
に
し
た
の
も
県
と

逗
子
・
藤
沢
・
綾
瀬
・
川
崎
の
四
市
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
と
い

う
市
も
あ
っ
た
が
、
い
つ
ま
で
も
「
わ
か
ら
な
い
」

と
し
て
す
ま
せ
て
い
る
の
は
行
政
と
し
て
は
無
責

任
で
あ
ろ
う
。
断
言
し
て
し
ま
う
が
、
い
ま
や
、

「
事
前
協
議
か
な
い
か
ら
核
は
持
ち
込
ま
れ
て
い

な
い
」
な
ど
と
い
う
政
府
の
虚
構
の
説
明
な
ど
、

お
そ
ら
く
言
っ
て
い
る
政
府
当
局
者
自
身
も
含
め

て
誰
も
本
気
で
信
じ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
「
非
核
」
を
か
か
げ
る
自
治
体
な
ら
、

「
政
府
の
説
明
で
は
納
得
で
き
な
い
」
こ
と
を
声

を
．
大
に
し
て
表
明
す
る
べ
き
な
の
だ
。

⑤
「
長
崎
平
和
宣
言
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
入

れ
た
の
は
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
貝
体
的
提
案

を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら

ゞ
、
J
0
 

t
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
は
①
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
非
を
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
が
、
こ

い
る
瞑
内
二
十
六
県
市
町
あ
て
に
核
平
和
施
策
に
つ
い
て
②
タ
イ
コ
の
主
張
を
ど
う
考
え
る
か
|
ー
の

非
核
平
和
施
策
な
ど
六
項
目
か
ら
ン
デ
ロ
ガ
事
故
が
発
覚
し
た
際
の
六
項
目
。

な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
書
を
提
出
対
応
③
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
問
題
に
①
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が

し
て
い
た
「
神
奈
川
を
非
核
に
す
よ
り
市
民
は
核
持
ち
込
み
を
常
識
「
こ
れ
ま
で
道
り
推
迪
し
て
い
く
」

る
瞑
民
漣
動
」
（
田
村
清
代
表
）
と
み
て
い
る
。
こ
の
見
方
を
ど
う
と
し
て
い
る
。
②
は
、
「
対
応
を

は
十
二
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
考
え
る
か
④
「
事
前
協
議
が
な
い
取
っ
た
」
が
漿
、
横
訳
、
川
崎
両

ま
と
め
発
表
し
た
。
の
で
核
持
ち
込
み
は
な
い
」
と
い
市
な
ど
十
二
。
「
対
応
を
取
っ
て

同
運
動
は
八
月
十
二
日
に
ア
ン
う
説
明
で
住
民
の
疑
惑
は
解
消
で
い
な
い
」
が
、
十
四
だ
っ
た
。
対

ケ
ー
ト
用
砥
を
各
自
治
体
に
送
き
る
か
⑤
解
消
さ
れ
て
な
い
と
考
応
の
内
容
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど

付
。
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
に
え
る
堤
合
の
対
応
策
は
⑥
本
島
長
が
国
に
対
し
て
市
実
関
係
の
究

か
け
て
行
っ
た
「
ピ
ー
ス
・
キ
ャ
崎
市
長
は
「
事
前
協
議
を
待
つ
ま
明
を
求
め
た
も
の
。
③
は
、
「
同

ラ
バ
ン
」
中
に
回
収
し
た
。
質
問
で
も
な
く
、
政
府
は
真
実
の
解
明
惑
で
あ
る
」
が
藤
沢
市
と
藤
野

町
。
票
、
横
浜
市
な
ど
士
―
ー
が
「
そ

の
他
」
。
十
一
が
無
回
吝
だ
っ
た
。

④
は
、
「
解
消
さ
れ
る
」
は
ゼ
ロ
。

「
解
消
さ
れ
な
い
」
が
県
な
ど
五
゜

「
分
か
ら
な
い
」
「
そ
の
他
」
な

ど
が
二
十
一
だ
っ
た
。
⑤
は
、
「
裏

付
け
を
取
っ
て
核
持
ち
込
み
の
な

い
こ
と
を
明
確
に
す
る
よ
う
望

む
」
（
漿
）
、
「
非
核
三
原
則
を

順
守
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
」

（
川
埼
市
）
な
ど
様
々
だ
っ
た
。

⑤
に
つ
い
て
は
「
支
持
す
る
」
が

川
崎
市
な
ど
六
。
「
支
持
し
な
い
」

は
な
か
っ
た
。
「
そ
の
他
」
「
無

回
笞
」
が
二
十
だ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
、
回
連
動
で
は
、
「
非
核
宣
言

部
市
の
施
策
と
い
っ
て
も
、
依
然

と
し
て
一
般
的
な
啓
も
う
や
、
過

去
の
学
習
が
中
心

°mも
重
要
な

今
日
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
不

十
分
」
と
し
た
上
で
、
「
い
く
つ

か
の
自
治
体
で
は
、
政
府
の
説
明

で
は
住
民
の
不
安
は
解
消
し
な

い
、
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
、
様

々
な
対
応
を
追
求
し
つ
つ
あ
る
。

私
た
ち
も
も
う
一
度
、
革
の
概
レ

ベ
ル
で
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る

自
治
体
を
非
核
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

九
月
十
二
日
「
毎
日
」

ー
七
大
山
山
ナ
リ
ス
p
日
H
半
小
品
丼
1

1

1

I
E
E
i
l
日
日
明
皿
ー

（
神
奈
川
版
）

唸
匂
声
市
民
団
体
が
調
杏

12自
治
体
が
対
応
策

渇勺ハtLを県lえ品射ヘ
T必 0も（利）0斗3l
h‘衣 lOO刃ト

••• 
と
も
あ
れ
、
す
べ
て
の
非
核
宣
言
自
治
体
を
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
ま
わ
っ
た
の
は
初
め
て
だ
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
自
治
体
の
見
解
と
し
て
大
衆
的
に
公
表
さ

れ
る
の
も
た
ぶ
ん
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的

な
成
果
は
今
す
ぐ
目
に
見
え
な
い
に
し
て
も
、
各
自

治
体
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
決
し
て
小
さ
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
え
え
い
ま
ま
よ
、
と
飛
び

出
し
た
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
大
い
に
手
応
え
あ
り
、

と

ま

と

め

て

お

き

た

い

。

◆

◆

ス
テ
ィ
ー
ジ
を
高
め
た
い
と
い
う
欲
求
が
結
び
付
い

て
、
リ
ム
パ
ッ
ク
参
加
を
通
じ
「
太
平
洋
沿
岸
国
家

と
の
合
同
作
戦
能
力
向
上
と
友
邦
国
家
間
の
軍
事
的

つ
な
が
り
を
強
化
す
る
」
（
李
国
防
相
）
と
い
う
方

針
転
換
と
な
っ
た
。

さ
て
来
年
の
「
リ
ム
パ
ッ
ク
9
0
」
で
公
式
に
は

初
め
て
韓
国
と
同
一
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る

日
本
だ
が
、
「
ど
こ
の
国
が
参
加
し
て
も
、
日
本
に

影
響
す
る
こ
と
は
な
い
」
（
防
衛
庁
幹
部
）
と
無
関

心
を
装
っ
て
い
る
。
日
本
は
80
年
か
ら
リ
ム
パ
ッ
ク

に
参
加
し
て
い
る
が
、
初
参
加
の
時
は
「
集
団
的
自

衛
権
」
の
行
使
に
当
た
る
（
米
以
外
の
国
と
も
演
習

を
行
う
か
ら
）
と
し
て
国
会
で
も
問
題
に
な
っ
た
。

こ
の
時
の
政
府
答
弁
は
、
外
国
と
の
訓
練
は
「
防
衛

庁
設
置
法
」
に
定
め
る
「
所
掌
事
務
の
遂
行
に
必
要

な
教
育
訓
練
」
だ
か
ら
リ
ム
パ
ッ
ク
で
の
他
の
国
と

の
消
習
も
許
さ
れ
る

(
7
9
.
1
2
.
1
1
衆
院
予
算
委
）
．
‘

と
い
う
訳
の
解
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
一
旦
既
成
事

実
が
で
き
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
突
っ
走
る
の
が
日
本
の

軍
隊
の
伝
統
。
前
回
の
演
習
で
は
戦
艦
「
ミ
ズ
ー
リ

」
の
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
を
支
援
す
る
こ
と
ま
で
や
っ

た
（
米
艦
長
の
記
者
会
見
。
自
衛
隊
は
否
定
）
。

P
A
C
E
x
、
R
I
M
P
A
C
と
い
う
大
消
習
を

通
じ
て
、
日
米
韓
の
軍
隊
が
ど
う
い
う
方
向
を
目
指

し
て
い
る
か
は
明
確
に
な
っ
た
。
次
の
問
題
は
こ
れ

ら
の
国
の
民
衆
が
、
極
東
の
平
和
に
対
し
て
い
か
な

る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
対
置
す
る
か
だ
。

(

1

0

月
1
8
日
記
）
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答

え

：

n
＼
芦
二
已

X
8
9は
、

基

本

的

に

は

、

司

令

＾ ^ ^ 原原原

子子子

カカカ
潜潜潜

水水水

艦艦艦 89
ロスパ・

サタ I 9 
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パ

ー

ミ

ッ

ト

(

P

級

）

50分
横

須

賀

に

入

港

ク

イ

ー

ン

フ

ィ

シ

ュ

(

S

級

）

後

2
時

横

須

賀

に

入

港

ク

イ

ー

ン

フ

ィ

シ

ュ

(

S

級

）

午

前

10時

45分
横

須

賀

を

出

港

ロ

ン

グ

ビ

ー

チ

（

巡

洋

艦

）

午

前

8
時

横

須

賀

に

入

港

、

午

後

4
時

に

出

港

パ

ー

ミ

ッ

ト

(

P

級

）

横

須

賀

を

出

港

*
1
9
8
9年

10月

20日
現

在

各

港

へ

の

原

子

力

艦

の

入

港

回

数

は

、

横

須

賀

佐

世

保

ホ

ワ

イ

ト

ビ

ー

チ

+
 

10月

2
日

、

原

潜

パ

ー

ミ

ッ

ト

が

、

横

須

賀

市

に

事

前

通

告

な

し

で

無

断

出

港

を

し

た

。

こ

れ

は

、

原

子

力

艦

船

初

入

港

以

来

、

こ

う

し

た

「

無

断

出

港

」

は

初

め

て

出

あ

る

。

こ

の

た

め

、

原

潜

が

入

港

す

る

度

に

行

っ

て

い

る

放

射

能

調

査

が

、

正

常

に

行

え

な

か

っ

た

。

通

常

、

一

日

三

回

、

四

カ

所

で

放

射

能

調

査

を

す

る

と

と

も

に

、

出

港

時

は

艦

首

、

艦

央

、

艦

尾

の

¢
A
 

3̀ぺ
這
『
い
しさぷ鯰

海

の

軍

備

撒

廃

を

太

平

洋

運

動

（

P
C
D
S
)
の

運

営

委

員

の

一

人

ボ

「

ノ

・

ホ

ワ

イ

ト

氏

（

ニ

ュ

ー

シ

ー

ラ

ン

ド

）

は

、

ア

メ

リ

カ

情

報

公

開

法

に

も

と

つ

き

P
A
C
E
Xに
関

す

る

情

報

公

開

を

請

求

し

た

が

、

ア

メ

リ

カ

勺

勺

塩

百

は

ご

れ

を

却

下

し

た

。

ホ

ワ

イ

ト

氏

の

提

訴

に

対

し

て

国

防

省

が

回

答

＇

／

J

て

よ

A

-

し

た

の

が

こ

の

文

書

で

あ

る

。

国

防

省

は

こ

こ

で

、

同

演

習

が

二

田

あ

る

い

は

多

田

間

の

定

期

的

な

演

習

を

集

め

た

も

の

で

あ

り

、

P
A
C
E
Xな
る

名

前

は

、

ア

メ

リ

カ

に

と

っ

て

の

み

存

在

す

る

。

ま

た

、

太

平

洋

司

令

部

の

任

務

は

―

太

尼

洋

を

通

じ

て

行

わ

れ

る

攻

撃

か

ら

ア

メ

リ

カ

を

防

衛

す

る

こ

と

l

と

述

べ

て

い

る

（

‘

つ

ま

り

、

シ

ナ

リ

オ

全

体

を

知

っ

て

い

る

の

は

ア

メ

リ

カ

だ

け

。

同

盟

国

は

ア

メ

リ

カ

を

防

衛

す

る

た

め

の

将

棋

の

コ

マ

に

す

き

な

い

、

と

超

大

田

の

倣

慢

さ

を

さ

ら

け

出

し

て

い

る

の

で

あ

る

へ

＇

（

絹

集

部

）

問

い

：

P
A
戸
已

x
g
9
の

も

と

で

ど

の

よ

う

な

演

習

が

行

な

わ

れ

て

い

ま

す

か

。

答

え

：

P
A
C
E
X
8
9は
、

個

々

の

ル

ー

，

チ

ー

ン

の

訓

練

演

習

を

集

め

た

も

の

に

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

中

の

あ

る

も

の

は

、

(

4

軍

の

う

ち

の

）

1
軍

の

み

の

演

習

で

あ

リ

、

あ

る

も

の

は

合

同

演

習

で

す

。

ま

た

、

そ

の

中

に

は

、

2
国

間

演

習

も

あ

れ

ば

、

多

国

間

演

習

も

あ

リ

ま

す

。

つ

ま

リ

‘

―

つ

あ

る

い

は

そ

れ

以

上

の

同

盟

国

な

い

し

は

友

好

国

が

参

加

し

ま

す

。

P
A
C
E
X
8
9の
も

と

で

の

演

習

名

を

具

体

的

に

あ

げ

る

こ

と

は

し

ま

せ

ん

。

問

い

：

P
4
A
C
)
[i

,
:
1
8
3に
は

、

ほ

か

に

（

ア

メ

リ

カ

以

外

に

）

い

こ

ん

な

国

か

参

加

し

て

い

ま

す

か

。

まざまざ
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(
1
0
.
2
)
 

午

前

10時

(
9
.
3
0
)
 

(
9
.
2
9
)
 

午

あ
い
つ
ぐ
ル
ー
ル
違
反

(

9

.

2

1

)
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入
港
情
報

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
＠

や
よ
り

(
1
0
.
6
)
 

(
1
0
.
3
)
 
ヘ

レ

ナ

(

L

級

）

須

賀

に

入

港

ヘ

レ

ナ

(

L

級

）

須

賀

を

出

港

午

前

10時
横

午

前

10時
横

ロ
、
ノ
グ
ビ
ー
チ
入
港

海

水

採

取

を

す

る

ほ

か

、

出

港

．

時

の

24時
間

後

の

海

底

土

採

取

分

析

を

し

て

い

る

。

通

常

は

出

港

後

5
i
10分
間

に

行

わ

れ

る

海

水

採

取

が

、

今

回

30分
後

に

な

っ

た

。
ま

た

、

10月

3
日

、

原

潜

ヘ

レ

ナ

が

、

当

初

予

定

さ

れ

て

い

た

十

号

バ

ー

ス

の

隣

の

十

一

号

バ

ー

ス

に

入

港

。

入

港

場

所

の

変

更

な

ど

は

、

事

前

に

通

報

す

る

の

が

ル

ー

ル

で

あ

っ

た

が

、

勝

手

に

破

ら

れ

た

。

原

子

カ

ミ

サ

イ

ル

巡

洋

艦

ロ

ン

グ

ビ

ー

チ

が

、

9
月

30日
に

横

須

賀

に

出

入

港

し

た

。

こ

れ

は

、

P
A
C
E
Xと
連

動

す

る

形

で

29日
か

ら

始

ま

っ

た

、

米

海

軍

と

海

上

自

衛

隊

の

日

米

共

同

訓

練

に

参

加

し

て

い

る

も

の

と

み

ら

れ

る

。
ロ

ン

グ

ビ

ー

チ

は

1
9
6
1

年

に

就

役

し

た

世

界

初

の

原

子

力

推

進

の

洋

上

艦

で

す

。

核

卜

マ

ホ

ー

ク

搭

載

艦

で

、

入

港

は

86年

8
月

以

来

で

、

過

去

6
回

入

港

し

て

い

る

。

部

レ

ベ

ル

に

お

け

る

計

画

、

調

整

、

評

価

の

向

上

を

目

指

す

も

の

と

し

て

、

ア

メ

リ

カ

太

平

洋

司

令

部

に

よ

っ

て

行

な

わ

れ

て

い

ま

す

。

他

の

国

は

こ

の

計

画

に

は

、

直

接

に

は

関

与

し

て

い

ま

せ

ん

。

多

く

の

場

合

、

恒

々

の

演

習

の

P
A
C
E
Xに
対

す

る

関

係

ま

、

そ

の

演

習

に

参

加

し

て

い

る

ア

メ

リ

カ

軍

の

み

に

及

び

、

同

盟

国

や

友

好

国

に

は

及

び

ま

せ

ん

。

そ

の

上

、

演

習

の

注

格

を

変

え

た

リ

他

の

国

の

政

策

を

侵

害

’

)

た

り

'

)

な

い

限

リ

、

ど

の

国

も

2
国

間

あ

る

い

は

多

国

間

演

習

の

壊

会

を

、

彼

ら

自

身

の

軍

隊

や

作

戟

二

，

画

に

関

連

し

て

い

る

シ

ス

テ

ム

を

テ

ス

ト

す

る

の

こ

利

用

す

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

さ

ら

こ

、

ど

の

[

玉

万

P
A
C
E
X期
間

中

に

他

の

演

習

に

参

炉

’

し

マ

、

し

，

こ

か

を

論

ず

る

こ

と

は

時

期

尚

早

で

す

。

い

ず

れ

に

’

}

ろ

、

池

国

の

参

加

の

程

度

や

性

質

に

関

す

る

質

開

[
4
4
、
、
'

そ

の

政

府

自

身

に

聴

く

の

が

よ

ハ

と

思

＼

ま

ず

｛

＂
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答
又
：

P
A
C
E
X
8
9
を
支
え
る
演
習
へ
の
ア
メ

り
ッ
カ
軍
の
全
参
加
人
員
は
、
約
8
0
、
0
0
0
人
で

す。問
い
：

P
A
C
E
X
8
9
に
は
、

ど
ん
な
軍
艦
が
参
加
し
ま
す
か
。

ア
メ
リ
カ
海
軍
の

答
え
：

P
A
C
E
X
8
9
を
支
え
る
た
め
に
予
定
さ

れ
て
い
る
演
習
に
参
加
す
る
海
軍
力
は
、
（
い
ろ
い

9

グ

6

時
踪
こ
一
次
の
よ
う
な
も
の
を
含
み
ま
す
。

4

歪
（
盗
共
な
ろ
空
母
戦
闘
団
、

1
画
の
戦
艦
戦
闘
団
、

こ
恒
の
上
達
即
戦
グ
ル
ー
ー
プ
（
海
兵
隊
遠
征
部
隊
を

問
い
：
演
習
の
全
参
加
人
員
数
は
い
く
ら
で
す
か
。

問
い
：

P
A
C
E
X
8
9
の
全
体
シ
ナ
リ
オ
は
ど
う

＼
つ
も
の
で
す
か
。

問
い
：

P
A
C
E
X
8
9
の
よ
う
な
大
規
模
演
習
を

な
ぜ
必
要
と
す
る
の
で
す
か
。

答
冬
・
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
が
海
軍
航
空
隊

と
合
同
演
習
を
し
た
リ
、
海
兵
隊
が
空
軍
と
一
緒
に

演
習
し
た
り
、
他
の
軍
を
利
用
す
る
た
め
に
演
習
を

結
合
さ
せ
る
機
会
を
求
め
る
こ
と
は
、
財
政
的
な
意

味
が
あ
リ
ま
す
。
納
税
者
は
、
国
防
へ
の
投
資
効
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
現
場
部
隊
は
よ
リ
現
実
的

な
訓
練
が
で
き
、
部
隊
の
高
級
参
謀
は
、
指
揮
、
管

制
、
兵
た
ん
の
基
本
的
な
考
え
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
通
常
の
演
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ー
ル
は
個
々

の
部
隊
の
訓
練
や
即
応
力
の
向
上
を
も
た
ら
し
ま
す

が
、
司
令
部
レ
ベ
ル
の
演
習
の
機
会
は
少
な
い
の
で

す
。
あ
る
種
の
支
援
部
隊
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
ま
す
。
そ
の
機
能
の
正
確
な
分
析
が
可
能
で
か

つ
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
る
た
め
に
は
、
一
定
量
の

全
保
障
の
利
益
や
世
界
中
の
友
邦
や
貿
易
国
と
の
相

互
協
定
に
よ
っ
て
、
よ
く
理
解
さ
れ
、
は
っ
き
り
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
軍
総
司
令
部
の
使
命
は
、
ア
メ

リ
カ
太
平
洋
軍
の
安
全
を
維
持
し
、
太
平
洋
を
通
じ

て
行
な
わ
れ
る
攻
撃
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
防
衛
す
る
こ

と
で
あ
リ
、
太
平
洋
、
極
東
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア

ジ
ア
、
そ
し
て
イ
ン
ド
洋
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
政
策
や
国
家
利
益
を
支
援
し
、
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
、
合
衆
国
の
軍
事
上
の
責
任
を
は
た
す
こ

こ
で
す
。
こ
の
使
命
を
は
た
す
た
め
に
、
我
々
は
、

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
気
候
条
件
と
地
理
条
件
を
乗
リ
越

え
て
、
広
範
囲
の
作
戦
を
行
な
い
持
続
す
る
能
力
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
必
要
な
技
量

は
低
下
し
や
す
く
、
訓
練
な
し
に
は
維
持
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
模

の
演
習
を
行
な
う
必
要
性
に
は
、
何
の
秘
密
も
な
い

の
で
す
。

答
え
：
演
習
シ
ナ
リ
オ
の
議
論
は
し
ま
せ
ん
。

野
戦
活
動
が
必
要
な
の
で
す
。
司
令
部
や
支
援
部
隊

を
テ
ス
ト
す
る
た
め
に
小
さ
な
演
習
を
結
合
す
る
演

習
ス
ケ
ジ
ュ
'
i
ル
を
立
て
る
こ
と
は
、
非
常
に
意
味

の
あ
る
こ
と
で
す
。

問
い
：
こ
の
よ
う
な
大
演
習
は
、
時
間
と
金
銭
の
面

で
、
別
個
の
無
関
係
な
演
習
よ
リ
も
ど
の
よ
う
に
投

資
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
の
で
す
か
。

答
冬
・
大
演
習
を
成
功
裡
に
遂
行
す
る
た
め
に
要
求

さ
れ
る
計
画
と
調
整
は
、
司
令
部
参
謀
の
技
量
を
テ

ス
ト
し
、
人
員
や
装
備
を
効
率
的
に
運
用
す
る
の
に

よ
り
よ
く
貢
献
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
(

4

軍
の
中

の
）
相
手
の
軍
や
同
盟
国
や
友
好
国
の
軍
隊
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
利
用
可
能
な
航
海

時
間
と
飛
行
時
間
（
直
接
予
算
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ま
す
）
の
制
約
の
も
と
で
達
成
で
き
る
訓
練
の
量
、

質
と
も
に
最
大
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
二
つ
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
の
演
習
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
員
や
装
備
を
一
旦
所
属
基
地
に
帰
し
別
の
時

期
に
別
の
演
習
に
派
遣
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

を
継
続
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

大
演
習
は
、
ま
た
、
当
該
訓
練
チ
ー
ム
や
施
設
の

有
効
性
を
最
大
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
そ
れ
ら
は
与
え
ら
れ
た
時
間
に
、
他
の
場
合

よ
り
を
よ
リ
多
く
の
部
隊
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
合
同
演
習
は
、
異
な
っ
た
軍

の
訓
練
支
援
部
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
の
中
で
は
必
ず

し
も
得
ら
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
た
り
、
見
方

を
導
入
し
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

含
む
）
、

1
海
兵
隊
遠
征
部
隊
下
の
数
小
隊
、

1
個

の
航
海
補
給
団
、
お
よ
び
2
個
の
海
上
事
前
集
積
船
。

そ
れ
ぞ
れ
の
演
習
に
参
加
す
る
部
隊
の
種
類
と
数
は
、

そ
の
演
習
の
要
求
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

問
い
：

P
A
C
E
X
8
9
に
は
、
ど
ん
な
ア
メ
リ
カ

陸
軍
の
部
隊
が
参
加
し
て
い
ま
す
か
。

答
又
・
・
第
6
お
よ
び
第
2
5
歩
兵
師
団
（
軽
）
所
属

の
部
隊
と
、
ア
ラ
ス
カ
と
オ
ハ
イ
オ
の
国
土
防
衛
隊

の
一
部
が
参
加
し
ま
す
。

問
い
：
演
習
に
は
、

参
加
し
ま
す
か
。

ど
ん
な
ア
メ
リ
カ
空
軍
部
隊
が

答
又
•
•
第5
、
第
7

、
第
1
3

と
い
う
、
太
平
洋
に

い
る
3
つ
の
空
軍
す
べ
て
が
演
習
の
ど
こ
か
の
部
分

に
参
加
し
ま
す
。

問
い
：
演
習
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ど
ん
な
飛
行
機
が
参

加
し
ま
す
か
。

答
又
：
ア
メ
リ
カ
空
軍
：

F
-
4
．F
-
1
5
,
F

-
1
6
,
0
A
-
1
0
,
E
-
3
.
C
-
5
,
C
-

1
4
1
,
C
-
1
3
0
,
K
C
-
1
3
5
,
B
-
5
 

2
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
お
よ
び
海
兵
隊
：

A
-
7
E
'

F
/
A
-
1
8
,
F
-
1
4
A
,
A
-
6
E
.
E
A
 

-
6
B
,
E
-
2
C
,
p
-
3
c
.
A
V
-
8
B
'
 

S
H
-
3
,
C
H
-
4
6
,
C
H
-
5
3
,
A
H
-

1
,
E
A
-
3
,
Cこ
1
3
0
,
S
H
-
6
0
,
S

H
-
2
,
C
-
2
A
,
S
-
3
A
,
C
-
9
B
'
S
 

H
-
3
．
ア
メ
リ
カ
陸
軍
：

A
H
-
1
'
じ
H
-
1

C
H
-
4
7
,
0
H
-
5
8
，じ

H
-
6
0

大
演
習
は
、
ま
た
、
部
隊
レ
ベ
ル
で
の
訓
練
に
当

NANOOSE CONVERSION CAHPAI GN 
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我
々
の
演
習
の
必
要
性
は
、
発
表
さ
れ
て
い
る
安

て
ら
れ
る
時
間
と
努
力
を
よ
り
価
値
あ
る
も
の
に
し

ま
す
。
通
常
は
ル
ー
チ
ー
ン
で
行
な
わ
れ
る
個
々
の

練
度
向
上
の
演
習
で
も
、
は
る
か
に
現
実
的
な
環
境

で
行
な
わ
れ
、
関
与
し
た
個
々
人
に
と
っ
て
よ
リ
有

用
な
学
習
経
験
と
な
リ
ま
す
。

一
比
較
的
小
規
模
の
訓
練
演
習
を
行
な
う
の
で
、
時

に
大
規
模
演
習
の
利
点
を
得
る
た
め
に
そ
れ
ら
を
結

合
し
て
も
、
安
上
が
リ
に
な
り
ま
す
。

問
い
：
軍
事
行
動
と
軍
事
力
を
削
滅
し
よ
う
と
す
る

最
近
の
ソ
連
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
イ
プ
を
考
え
た
と
き
、

こ
の
よ
う
な
演
習
は
、
国
家
の
安
全
保
障
に
と
っ
て

逆
効
果
で
あ
り
挑
発
的
な
や
り
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か答
又
：
い
い
え
。
こ
の
種
の
演
習
は
、
太
平
洋
戦
域

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
目
的
と
任
務
に
と
っ
て
逆
効

果
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
先
ず
第
一
に
、
ソ
連
は
最
近

彼
ら
の
地
域
外
の
作
戦
行
動
を
い
く
ぶ
ん
か
滅
ら
し

た
と
は
い
え
、
ソ
連
の
太
平
洋
艦
隊
と
空
軍
は
、
今

日
、
過
去
の
い
か
な
る
時
代
よ
リ
も
強
力
で
あ
り
ま

す
。
第
二
に
、
挑
発
的
と
は
、
傍
観
者
の
目
で
み
た

と
き
で
あ
リ
、
一
般
的
に
傍
観
者
の
考
え
方
に
ふ
さ

わ
し
い
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
我
々
が
目
に
見
え
る
レ

ベ
ル
の
行
動
を
取
っ
て
い
る
時
は
い
つ
で
も
、
誰
か

し
ら
が
挑
発
的
だ
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
と
い
う
こ
と

は
、
誰
し
も
が
認
め
る
事
実
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

我
々
は
、
常
に
日
常
ベ
ー
ス
で
積
極
的
な
演
習
計

画
を
実
行
し
て
き
て
い
ま
す
。

問
い
：

P
A
C
E
X
8
9
に
参
加
す
る
ア
メ
リ
カ
軍

の
所
属
基
地
は
ど
こ
で
す
か
。

答
冬
・
ア
メ
リ
カ
に
基
地
を
も
つ
部
隊
も
い
れ
ば
、

海
外
に
基
地
を
も
つ
部
隊
も
い
ま
す
。

0
 

0
 

゜

各
国
首
脳
へ
の
手
紙
と
は
別
に
、
カ
ナ
ダ
の
大
ビ

ク
ト
リ
ア
軍
備
撤
廃
グ
ル
ー
プ
は
、

1
0
月
2
8
日

に
行
な
お
う
と
し
て
い
る
彼
ら
の
海
上
行
動
へ
の
支

援
と
連
帯
を
訴
え
て
き
た
。
彼
ら
は
、
カ
ナ
ダ
海
軍

が
P
A
C
E
X
参
加
の
た
め
に
出
航
し
た
エ
ス
カ
イ

モ
ル
ト
港
に
舟
を
漕
ぎ
だ
し
、
そ
の
日
軍
港
を
平
和

的
に
横
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
各
国
の
研
究
者
た
ち
は
、
情
報
公
開
法

に
よ
る
調
査
活
動
や
、
政
府
に
対
す
る
事
実
確
誇
や
、

議
会
に
お
け
る
質
問
な
ど
、
精
力
的
な
努
力
を
し
‘

そ
の
成
果
が
私
達
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。
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（
三
ペ
ー
ジ
か
ら
）

[

横

須

賀

]

汀

瓦

[

疇

la70
芦

芦

デ
モ
。
平
和
船
団
は
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借入金繰越
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会費収入

維持団体
維持個人
参加団体
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●今月の支出

家貨 (4月分）
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ースダ‘‘Jフご函ふ
●編集から印刷、発送まで「反トマ通信」はすべて手

作りです。ミニコミ作りに興味あるひと、平和運動の

新しい情報に触れてみたいひと、イラストやデザイン

をやってみようかなというひと、とにかく何かやりた

い！と思っているあなた、いっしょにやりませんか？

●発送も手伝って下さい。毎月20日直後の日曜日、ト

マ喰い虫社の分室（東横線日吉駅下車044(63)5101)

でやります。

次回の予定
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